第５７課　　　苦難を通しての祈りと答え　(創33:1～20)
　　試み、苦難、迫害、十字架は私たちに多くの苦しみを与えます。しかし、試みは過ぎ去ることであり、苦難と迫害は耐えた後には大きな祝福となります。しかし、十字架は生涯あることです。私たちはそれゆえにすべてを得るようになるのです。
１．苦難の後には神様の働きが起こります
（１）ヨブの試みと苦難（ヨブ1:20～22、23:10～14、19:25）
（２）初代教会、患難、迫害
（３）パウロの十字架
２．ヤコブには相当な苦難がありました
（１）家庭の問題
（２）ラバンとの葛藤
（３）エサウとの問題
３．ヤコブが苦難に勝った奥義（創32:24～32）
４．苦難を通した祈りの後には必ず神様の働きがあります
（１）エサウの変化（創33:1～4）
（２）エサウの助け（創33:5～12）
５．苦難とそのあとの働き
（１）ローマ時代
（２）日本植民地時代
（３）共産主義時代
